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　本年度の優秀賞に輝いた楽曲を発表する「中山晋平記念音楽
賞優秀賞入選曲発表会」を開催します。
　応募総数 282 曲の中から、優秀賞に選ばれた９曲を市内の
小学校など音楽団体が合唱するほか、二

に こ

胡奏者の大
お お は た

畑正
ま さ ゆ き

幸さん
とピアノ奏者の服

は っ と り

部響
き ょ う こ

子さんを招いて記念公演を行います。

期日　１月 24 日㈯　　　　　時間　午後０時 ３０ 分開演
会場　市民会館ホール　　　入場料　無料
内容　入選曲受賞者の表彰、優秀賞入選曲の発表、記念公演

第 5１回中山晋平記念音楽賞優秀賞入選曲発表会音楽賞

問い合わせ先　文化スポーツ振興課文化振興係　☎（22）2１１１（内線３９４）

二胡奏者　大畑正幸プロフィール
　最初は、ギタリストとしてのキャリアを積む。第 1３ 回ギ
ター音楽大賞で最優秀新人賞や第 22 回新人ギター演奏会で
第１位を受賞。1994 年に演奏旅行で共演した、中国の二胡
奏者で米映画などで演奏し活躍している郁

ユ ー

暁
シャオカン

光氏に出会い二
胡の手ほどきを受ける。その後、二胡奏者として演奏活動を
開始し、現在は音楽教室主宰として教授活動も行なっている。

▲昨年度の優秀賞入選曲発表の様子

ピアノ奏者　服部響子プロフィール
　名古屋市立菊里高等学校音楽科、愛知県立芸術大学音楽学
部卒業。第８回中部ショパン学生ピアノコンクール銀賞、第
５回ショパン国際ピアノコンクール in ASIA 東海・北陸大会
第１位、アジア大会出場、第 1７ 回江南学生ピアノコンクー
ル第１位。ベルシェーヌ新人演奏会出演。これまでに大

お お し ま

島
啓
け い こ

子、 服
は っ と り

部浩
ひ ろ み

美、 藤
ふ じ い

井博
ひ ろ こ

子、 佐
さ と う

藤俊
しゅん

、 中
な か お き

沖玲
れ い こ

子の各氏に師事。

特別展

会　期　前期：１月 ３1 日㈯～2月 15 日㈰
　　　　後期：2月 1７ 日㈫～３月 15 日㈰
休館日　毎週月曜日および2月 12 日㈭
時　間　午前 9 時 ３０ 分～午後５時
会　場　笠岡市立竹喬美術館
　　　　（岡山県笠岡市六番町１－ 1７）
　　　　☎ ０865 - 6３ - ３96７
　　　　http://www.city.kasaoka.okayama.jp/site/museum/

岡山県笠岡市立竹
ちっきょう

喬美術館特別展
没後6０年　菊

き く ち

池契
け い げ つ

月展
　菊池契月は、明治 12 年、下高井郡中野町（現中野市）に
生まれた日本画家で、平成 2７ 年は没後 6０ 年目に当たります。
　笠岡市の竹喬美術館では特別展を予定しており、本市所蔵
の契月作品のうち、「福

ふ く は ら

原故
こ じ

事」（明治 ３2 年）、「垓
が い か

下別
べ つ り

離」（明
治 ３4 年）、「石

ざ く ろ

榴」（昭和８年）の３点を本展覧会に出品します。
　全国から集められた契月の作品を堪能できる貴重な機会で
す。お近くにお出掛けの際は、ぜひお立ち寄りください。

問い合わせ先　文化スポーツ振興課文化振興係　☎（22）2１１１（内線３９４）

菊池契月プロフィール
　明治 12 年、下高井郡中野町松川に生ま
れた。本名 細

ほ そ の

野莞
か ん じ

爾。
　渋温泉（現山ノ内町）の児

こ だ ま

玉果
か て い

亭に南画
を学び、契月を雅号とする。明治 29 年５月、
父の反対をふりきって同郷の町

ま ち だ

田曲
きょくこう

江と京
都へ出奔。京都では、はじめ内

う つ み

海吉
き つ ど う

堂に師
事するが、やがて吉堂のすすめにより菊

き く ち

池
芳
ほ う ぶ ん

文の門に入る。ここで頭角を現し、東洋
や日本の故事を題材とした秀作を残してい
る。明治 ３9 年、芳文の長女と結婚、養

よ う し

嗣
子

し

となる。明治末から大正前期には、文部
省美術展覧会で連続受賞し、京都派の若き
ホープとして注目された。大正11年に渡欧、
帰国後は独自な画境を切り開き、日本画壇
で確固たる地位を占めるようになった。
　昭和 ３０ 年、７6 歳で没。

　発表会に先立ち、音楽親善アン
バサダーの麻

ま い

衣さんが信州中野を
イメージして作詞を手掛けた、中
野市イメージソング「空みあげて」
のお披露目があります。

中野市イメージソング
「空みあげて」お披露目

麻
衣
さ
ん
が
歌
い
ま
す
！
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地域活動助成事業で備品を整備しました

　宝くじの社会貢献広報事業である「地域活動助成事業」は、市町村振興宝くじの収益金などを活用し地
域の振興を図るため、地域の連帯感の醸成や自治意識の向上など、市町村振興・発展に寄与することを目
的に、さまざまな事業に対し助成を行っています。
　今回、公益財団法人長野県市町村振興協会から助成を受けて、次の備品を整備しました。

助成

問い合わせ先　政策情報課政策推進係　☎（22）2１１１（内線2１６）

　提灯などの整備によ
り、 区 民 の 地 域 行 事
への参加を促し、伝統
文化の継承とコミュニ
ティ活動の一層の推進
が図られます。

東町区で祭り用提灯などを整備

▲東町区で整備した提灯

事業内容 和紙提灯、弓張提灯、法被、神前幕、
緞帳、テント、会議用テーブルなど

　エアコンの整備により、
公会堂で行う地域行事への
区民の参加を促し、世代間
の交流が深まり、コミュニ
ティ活動の一層の推進が図
られます。

栗林区でルームエアコンなどを整備

▲栗林区で整備した
　ルームエアコン

事業内容 ルームエアコン、パッケージエアコン
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